
８. 剰余金処分（不足金処理）案

（円） （円） （円）

上記未処分剰余金を下記のとおり処分する。

１．農作物共済勘定

２．畑作物共済勘定

第一区分  （大豆）　

7,515,753合           計 434,069 3,030,240 434,068

第二区分  （茶）　

434,069 3,030,240 434,068 7,515,753

区分 当　期（円） 　累　 計（円） 当　期（円）

特　別　積　立　金
摘　　　　要

　累　 計（円）

項目

7,681,869

218,617,258 218,617,258

67,857,286

710,622,026円

226,279,098円

2,456,558 2,456,558

868,137868,137

7,681,869園 芸 施 設

共 済 勘 定

共 済 勘 定

畑 作 物

任 意

農機具更新

共 済 勘 定

共 済 勘 定

区分

67,857,286共 済 勘 定農 作 物

法　定　積　立　金

　累　 計（円）

項目

区分

特　別　積　立　金

当　期（円） 　累　 計（円）

項目 法　定　積　立　金

881,677,891

当　期（円）

19,079,557 375,728,460131,428,611

9,539,778 1,013,106,502

水 稲

麦

合 計

法定限度額

法定限度額

58,317,508 5,573,348,972

9,539,778

39,237,951 5,197,620,512

剰 余 金 処 分 案

既積立金総額と当期剰余金の合計額6,586,455,474円を共済目的別の過不足

累計額、水稲 6,079,298,403 円（ 92.3 ％） 、麦 507,157,071 円 （ 7.7 ％）

により配分し、この配分額から、既積立額を差し引いて得た共済目的別当期

区分別当期剰余金を次のとおり積立てる。

　繰越不足金 当期剰余金 未処分剰余金

既積立金総額と当期剰余金の合計額10,545,993円を畑作物共済保険区分別の

過不足累計額、大豆14,417,555円（100.0％）、茶△3,871,562円（0％）

により配分し、この配分額から、既積立額を差し引いて得た畑作物共済保険

剰余金を次のとおり積立てる。

摘　　　　要



３．園芸施設共済勘定

４．任意共済勘定

５．農機具更新共済勘定

（円） （円） （円）

上記未処理不足金を下記のとおり処分する。

１．家畜共済勘定

（円） （円） （円） （円）

２．果樹共済勘定

（円） （円） （円） （円）

155,423,593

5,487,201

法　定　積　立　金 特　別　積　立　金

当　 期（円） 　累　 計（円） 当　 期（円） 　累　 計（円）

1,228,2791,228,279 4,371,269

項目

任 意 共 済 勘 定

区分

法　定　積　立　金

家 畜 共 済 勘 定 - △ 2,565,632 2,565,632

16,421,805果 樹 共 済 勘 定

項目
摘　要

区分

区分
繰越不足金 未処理不足金当期剰余（不足）金

不 足 金 処 理 案

特　別　積　立　金

当　 期（円） 　累　 計（円） 　累　 計（円）当　 期（円）

109,308,629 4,652,373,647 109,308,629

摘　要

3,840,934

2,950,406,841

139,793,376

項目 法　定　積　立　金

果樹共済勘定

項目

区分

9,400,803- - -

法定積立金
による補填

特別積立金
による補填

補填額合計 繰越不足金

9,400,8037,021,002

農機具更新共済勘定

項目

園芸施設共済勘定

区分
摘　要

特　別　積　立　金

当　 期（円）

3,840,935

　累　 計（円） 当　 期（円） 　累　 計（円）

家畜共済勘定

区分

項目 法定積立金
による補填

補填額合計 繰越不足金

2,565,632 - 2,565,632 -

特別積立金
による補填


